
　１月28日に仙南幼稚園・保育園（すこやか園）で親子楽
しみ会が開かれ、３歳児から５歳児までの園児とその保護
者の皆さん約220名が参加しました。
　会では、保護者有志や職員による寸劇が披露されたほか、
園児たちが年齢別に分かれて餅つきに挑戦。子どもたちは、
「よいしょ、よいしょ」という掛け声とともに自分の背丈
ほどの長さの杵を振り下ろし、一生懸命餅をつきました。
　家庭で餅つきをすることが少なくなった現在、会場では
貴重なシャッターチャンスを逃がすまいと身を乗り出して
撮影する保護者の皆さんの姿が見られました。

みんなで餅つき楽しいな
すこやか園で親子楽しみ会

　４月に開校する美郷中学校の内覧会が２月６日に開かれ、新入学生や地
域住民など124名が現六郷中学校に増築された校舎を見学しました。増築さ
れたのは普通教室や美術室などを備えた南棟と、職員室
や生徒玄関を備えた管理棟の２棟。どちらも鉄筋コンク
リート構造ですが、内装に木材をふんだんに取り入れた
ことで、温かみのある校舎となっています。見学に訪れ
た子どもたちは「明るくてきれい」「廊下が広い」など
と家族で話しながら、春から始まる美郷中学校での生活
に胸を躍らせている様子でした。

木の温もりあふれる校舎が完成
美郷中学校増築校舎内覧会

　このたび、大曲ロータリークラブ（相馬完会長）から、子どもたち
に本に親しんでもらえるようにと、美郷町学友館に大型絵本６冊と紙
芝居９冊を寄贈いただきました。紙芝居９冊のうち３冊は防災をテー
マにしたもので、小さなお子さんにも無理なく地震などのイメージを
伝えることができます。
　寄贈いただいた絵本と紙芝居は、図書館ボランティアによる読み聞
かせ活動に活用されるほか、学友館内の児童書閲覧コーナーでご覧い
ただけます。どうぞご利用ください。

大曲ロータリークラブ
美郷町学友館に大型絵本と紙芝居を寄贈

　２月17日に、この日満100歳の誕生日を迎えられた戸澤恭助さん（第一暁）
のもとを松田町長が訪れ、長寿祝い金を手渡しました。戸澤さんは、幼少期を
旧千屋村で過ごし、戦前に満州に渡り農業指導などに従事。戦後、日本に戻っ
てからは現在の地に入植し、開拓に尽力されました。趣味は演歌や民謡を歌う
ことで、カラオケ大会で数々の賞を受賞するほどの腕前です。松田町長が「こ
れからも歌を続けてご長寿を重ねてください」と声を掛けると、「寝たきりに
ならないよう、これからも動いていたい」と答え、握手を交わしました。戸澤
さん満100歳のお誕生日おめでとうございます。

ご長寿おめでとうございます
戸澤恭助さんが満100歳に

町 話題の

お父さんたちがヒーローに扮して鬼退治!▶

■佐々木副町長（前列右）に絵本を手渡す
　相馬会長（前列左）と会員の皆さん
■佐々木副町長（前列右）に絵本を手渡す
　相馬会長（前列左）と会員の皆さん

▲職員の説明を受
けながら教室内を
見学する皆さん
◀南棟廊下。増築
校舎全体に木材が
ふんだんに使われ
ています。
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MISATO TOPICS

　２月21日に六郷中学校で大仙市出身の俳優・柳葉敏郎さんによる
閉校記念講演が行われました。講演は柳葉さんと同郷で幼馴染みの永
澤宏明教諭を司会にトークショー形式で行われ、浪人生活や芸能界で
のエピソードなどを交えたユーモアあふれる内容に全校生徒や地域住
民が耳を傾けました。
　柳葉さんは講演の最後に、これから受験を迎える３年生と美郷中学
校に進級する１、２年生に向けて「新しいことをするには勇気がいる
が、何もしなければ次の段階には進めない。協力してくれる人が必ず
周りにいるので、その人たちへの感謝の気持ちを忘れずにがんばって
いこう」と、熱いエールを送りました。

進学・進級を控えた生徒たちに熱いエール
俳優・柳葉敏郎さんが
六郷中学校で閉校記念講演
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あ
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▲秋田県立大学との連携協力協定締結式で
　あいさつを述べる松田町長

講演の合間に行われた
生徒からの質問タイム。
柳葉さんから質問を返
される場面もありました。▶

し
ゃ
く
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